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愛知県済生会リハビリテーション病院の基本理念

愛知県済生会リハビリテーション病院の基本方針
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当院では病気やけがにより生計困難をきたす恐れがある方や経済的理由により必要な医療
をうけることが困難な方に対して社会福祉法に基づいて無料低額診療制度を行っています。

申請を希望される方は地域連携室までご相談ください。

「医療福祉・地域連携室」TEL052-571-5253（ダイヤルイン）

済生会設立の精神である「恵まれない人々を助ける」を基にして、リハビリ
テーションを通して、保健・医療・福祉及び介護のサービスを総合的に提供
します。

１　人間性を尊重した、心の通った、質の高いリハビリテーションを提供し、
患者さんの自立への支援を行います。

２　生活相談や健康相談を通して、医療を受けることが困難な人々の健康
づくりのお手伝いをします。

３　職員一人ひとりが自己研鑽に励み、知識と技術の向上に努めると共に、
明るく働きやすい職場づくりに努めます。

～無料低額診療制度のご案内～～無料低額診療制度のご案内～

「中央アルプス千畳敷カール」院長　長嶋　正實
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本年４月に副院長職を拝命しました。前任地大垣市民病院以来２度目の同職

就任です。前任地では医療安全を担当し、新しい救命救急センターの立ち上げ

にも係わりましたが、なかなか成果が上がらず苦労の連続でひたすら地均しに

徹しました。今回も責任は強く感じてはいますが、気負わないで出来ることを

一つ一つやっていけるといいと思っています。

未曽有の高齢化社会を控えて国は地域包括ケアシステムの構築に着手しよう

としています。私どもの愛知県済生会リハビリテーション病院がこの地域に暮

らす市民の皆さんの安心な生活にとって、どんな役割を担うことができるのか

自問しながら勤務して行きたいと思っています。なぜなら自分自身が高齢化の

当事者なのですから。幸いこの病院には地域とともに歩もうとする熱い気持ち

を持った多くのスタッフがいることを知りました。そんな彼らの１サポーター

になれたら嬉しい限りです。

西区のこの界隈には木製の窓格子がある２階建ての長屋、その軒には屋根神

が、軒下には思い思いに草花が咲き、夏には朝顔のつるが伸び、路地で遊ぶ子

供たちこそ見かけないものの自分が生まれ育った古い名古屋の雰囲気を色濃く

残しており大好きです。いまはそんな大好きな街にあるこの病院に勤務できる

ことを幸せに感じています。これからもどうぞ宜しくお願い致します。

副院長　田内　宣生

田内副院長就任のご挨拶
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症例報告 各グループによる症例検討

伊藤医師による講演

平成27年６月24日(水）当院において西区と今回より中村区・清須市内の一部の居宅介護支援事業所より

32名のケアマネジャーと当院からは医師・看護師・リハビリスタッフ・医療ソーシャルワーカーの17名が

参加して第９回ケアマネジャー・病院懇談会を開催しました。

医師講演は当院整形外科の伊藤医師より「大腿骨頚部骨折ついて（大腿骨近位骨折)」講演があり、ケア

マネジャーの方より「画像を使用して大腿骨骨折を紹介されとても勉強になりました」と大変好評でした。

グループワークは、事例を通して問題点・課題点を話し合い積極的な意見交換がされ、グループごとに発

表を行いました。

様々な症例に携われたケアマネジャーの方と顔を合わせて意見交換を行うことにより多くの知識を得たり、

新しい視点で考えることができるようになり、お互い実りのある機会となりました。

今後も患者さん・ご家族・地域の方々にとって信頼できる病院になれるよう、よりよい連携を目指してい

きたいと考えています。

次回は本年10月に開催予定です。

医療福祉・地域連携室　主事　片岡　直孝

「第９回ケアマネジャー・病院懇談会を開催しました」

【よりよい連携を目指して】

～第9回ケアマネジャー・病院懇談会～

・医師講演「大腿骨頚部骨折について(大腿骨近位骨折)」

・通所リハビリの現状報告

・ケース検討・グループワーク

　　「転倒予防のための環境調整」

　　 ～認知・活動性低下予防のためのケアプラン～

・その他、意見交換

3



平成27年７月４日（土)、七夕祭りが開催されました。毎年、夏祭りとして開催されていましたが、今回

より七夕の時期に変更になり、名称が七夕祭りになりました。

これまでに比べ準備期間が短くなり、各階のレクリエーション委員が主体となって病院全体の職員が一丸

となり着々と準備を進めてきました。

当院は回復期リハビリ病院のため、365日リハビリを実施しています。七夕のお願い事の短冊を、患者さ

んを中心に書いて頂くとともに、折り紙やぬり絵を使った七夕の飾りを作成し、七夕祭りの雰囲気づくりに

努めました。患者さんご自身が書かれた短冊を見つけられると「自分の作ったものがあったよ」と嬉しそう

に話す方もお見えになりました。

職員だけでなく、患者さんにも準備の段階からレクリエーション、リハビリの一環として共同作業に参加

して頂くことにより、行事への参加意識が高まったように思います。

今年も長嶋院長のあいさつに始まり、リハビリ職員の力強い「よさこい踊り」、大勢のボランティアさん

による「フラダンス」、「合唱」や「キーボード演奏」、「マジックショー」、「大正琴演奏」などが披露さ

れ、七夕祭りが華やかに大盛況となりました。正面玄関前では、的当て、輪投げ、ヨーヨー釣りなどのゲー

ムが行われました。ようやく釣り上げた水風船を車椅子に取り付けて喜んでおられる方もいました。各プロ

グラムの合間にもリハビリ職員によるバルーンアートがあり、花や動物がその場で作り出され、希望する患

者さんのもとに届けられました。また、看護職員による「ずんどこ節」に合わせた体操で身体をならし、最

後に「盆踊り」で会場全体が一つになり大いに盛り上がりました。今年の七夕祭りもたくさんの笑顔に包ま

れて終了しました。

今年は新たな取り組みで準備期間が短いながらも、協力してくださった職員、患者さん、多数のボラン

ティアの皆さんに厚く御礼申し上げます。今後も皆さんに喜んで頂ける行事を運営していきたいと思います。

介護福祉士　古屋　美幸

七夕祭り七夕祭り

屋外ゲーム　ヨーヨー釣り フラダンス

リハビリスタッフによる
「よさこい踊り」

リハビリスタッフによる
「バルーンアート作成、患者さんにお渡し」

4



大相撲名古屋場所を前に、平成27年７月７日、伊勢ノ海部屋

から力士３名（勢関、錦木関、有明さん）が当院を訪れ、リハ

ビリを頑張っている患者さんを励ましに来てくれました。伊勢

ノ海部屋からの力士慰問は、昨年に引き続き今回で２回目の実

現です。

今回の慰問ポスターが、院内掲示された時から、患者さんの

話題の中心は「相撲」となりました。往年の柏戸vs大鵬の柏鵬

時代から北の湖vs千代の富士、若貴兄弟から最近のイケメン力

士の話題まで、「相撲」の関心度の高さを感じます。力士慰問の

当日までワクワクドキドキの毎日を過ごし、いよいよ慰問の当

日を迎えました。

当日、玄関ホールにて大勢の患者さん、職員の拍手の中、力

士たちは歓迎の出迎えを受けました。力士ミニトークコーナー

の中で、勢関に、患者さんから「はやく横綱になってくださ

い」のメッセージに対して、「日々精進して頂点を目指しま

す！」と力強い言葉がありました。

錦木関には、「好きな食べ物は何ですか？」に対して、「焼肉

です！」、有明さんには、「休みの日は何をしていますか？」に

対して「ゲームセンターです！」の回答に、会場から笑いが起

こりました。

その後、力士たちは、リハビリ室や病棟を回り、患者さんと気軽に話したり、握手をしたりして、患者さ

んと交流を深めました。突然、「万歳！万歳！万歳！」と喜び声をあげる患者さん、中には、感激のあまり

泣き出してしまう患者さんもみえました。

力士の慰問により、どの患者さんも満面な笑顔となり、患者さんだけではなく職員も夢のような幸せな時

間を過ごすことができました。

伊勢ノ海部屋のみなさん、がんばってください。

患者さん、職員一同応援しています。

医事課長　纐纈　博之

(平成27年７月７日)

今年も慰問に来てくれました！

月７日、伊勢ノ海部屋

ん）が当院を訪れ、リハ

に来てくれました。伊勢

き続き今回で２回目の実

れた時から、患者さんの

往年の柏戸vs大鵬の柏鵬

弟から最近のイケメン力

を感じます。力士慰問の

ごし、いよいよ慰問の当

ん、職員の拍手の中、力

力士ミニトークコーナー

く横綱になってくださ

進して頂点を目指しま

か？」に対して、「焼肉

何をしていますか？」に

答に、会場から笑いが起

▲左から勢関、錦木関、有明さん
勢関、錦木関は今回で２回目。
錦木関は、先場所十両に昇進
し今回、言わば名古屋での凱
旋慰問となった。

▲左から勢関、錦木関、有明さん
イラスト淺坂マネージャー
勢関のサインに注目！
普段は書かない土俵をイメージ
した特別仕様のサイン！

▲患者さんを激励する勢関　案内する長嶋院長
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通所リハビリテーションからのお知らせ

①　サービス提供時間追加について

当院では通所リハビリテーションを開設しおかげさまで１年を迎えることができました。

現在、利用者も順調に増え、新規のご利用が受けにくくなってきたため、その状況を解消す

るため、第５クール（16：05～17：20）を追加開設いたしました。

第５クールにつきましては送迎をおこなっていないためご自身での通所をお願いしており

ます。

②　新サービス（生活行為向上リハビリテーション）の開始について

平成27年度介護報酬改定が４月に実施されました。改定に伴い「生活行為向上リハビリ

テーション」が新設され、これまで機能回復と自立支援をサポートしておりましたが日常生

活動作の問題にも対応してまいります。

生活行為向上リハビリテーションの特徴

要介護の認定を受けている方が対象で、現在、実際の生活場面を聞き取りによる

想定で行うためリハビリ室内のみでの評価・訓練にとどまっていました。

今回、新設された生活行為向上リハビリテーションは実際の生活場面に焦点を当

てた新しい取り組みで、日常生活における課題を明確にし、解決していくために利

用者様のご自宅を訪問し実際の生活場面を評価することができるようになりました。

家屋訪問で見つけた課題を通所リハビリテーションでの訓練に生かし、より実践的

で具体的な指導を行っていくことが可能となります。

③　通所リハビリテーションでますます元気になりました　 利用者　野々山　美代子様

（利用者インタビュー）

４階病棟での入院中から、皆さん親切で適切な指導をしてく

れて、寝たきりだった私を車椅子に座ることから一歩ずつ、大

丈夫と励ましながら進めてくれて、杖なしで歩いて退院したい

という私の希望をかなえてくれました。

退院後はここの通所リハビリで、週２日、筋トレ・バランス

訓練を続けて通うたびに良くなってきているという効果が実感

でき、今では公共交通機関に乗ることや、遠出して色んな所に

遊びに行けるようになりました。次の目標は日常の買い物がで

きるようになることと、自転車に乗れるようになることです。
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栄養部では、入院中の患者さんで誕生日を迎えられた方に誕生日のお祝いとして、ささやか

ながら誕生日食を用意しております。

昨年度は入院中に100歳の誕生日を迎える患者さんがおられました。

そこで普段の誕生日食とは異なる、特別な長寿祝いのお膳を用意したところ、大変喜んでい

ただきました。

古くから日本では長寿の祝いとして還暦をはじめ、長寿に達したことを喜び祝う習慣があり

ます。

当院の入院患者さんにおいても高齢の方が多くみられ、節目となる記念日には何か特別なお

祝いをできないか、との声が栄養部内で出るようになりました。

そこで今年度からは、傘寿（80歳)、米寿（88歳)、卆寿（90歳)、白寿（99歳)、百寿（100歳)、

節目の年齢を迎えられた方に通常の誕生日食より豪華な、長寿祝いのお膳を用意させていた

だくことになりました。

入院中の食事は治療の一環とは言え、楽しみの一つでもあります。

長寿祝いにおいては、患者さんに満足していただけるよう希望をお聞きし、可能な限り食事

に取り入れられるよう内容を考えております。

記念となる日にはいつもよりちょっと豪華な食事を楽しんでいただければと思います。

管理栄養士　小澤　篤史

長寿(百寿)祝いお膳

7



容　内　付　給類種の付給

疾病（入院を必要と

する程度）について

医療を受けた場合

医療費
疾病の治療に要した費用　(ただし、健康保険等による給付の額を差

し引いた自己負担分）について実費補償するもの

医療手当 疾病の治療に伴う医療費以外の費用の負担に着目して給付するもの

一定程度障害（日常

生活が著しく制限さ

れる 程 度 以 上の も

の）の場合

障害年金
一定程度の障害の状態にある１８歳以上の人の生活補償などを目的

として給付もの

障害児

養育年金

一定程度の障害の状態にある１８歳未満の人を養育する人に対して給

付するもの

死亡した場合

遺族年金
生計維持者が死亡した場合に、その遺族の生活の立て直し等を目的

として給付するもの

遺族一時金
生計維持者以外の人が死亡した場合に、その遺族に対する見舞い等

を目的として給付するもの

葬祭料 死亡した人の葬祭を行うことに伴う出費に着目して給付するもの

医薬品は正しく使っていても、副作用の発生を防げない場合があります。そこで、医薬

品（病院・診療所で処方されたものの他、薬局等で購入したものも含みます）を適正に使

用したにもかかわらず、その副作用により入院治療が必要になるほどの重篤な健康被害が

生じた場合に、医療費や年金などの給付を行う公的な制度が、「医薬品副作用被害救済制

度」です。この「医薬品副作用被害救済制度」は、独立行政法人　医薬品医療機器総合機

構（PMDA）が運営しています。

＜給付の種類と給付内容は？＞

＜救済給付を受けるには？＞

給付の請求は、健康被害を受けたご本人またはそのご遺族が直接、医薬品医療機器総合

機構に対して請求書を提出する必要があります。その際に、医師の診断書や投薬証明書・

受診証明書などが必要となります。支給の可否は、厚生労働省が設置した外部有識者で構

成される薬事・食品衛生審議会における審議を経て、厚生労働大臣の判定結果をもとに決

定されます。結果は、医薬品医療機器総合機構から請求者に文書で通知されます。

尚、法定予防接種を受けたことによる健康被害や厚生労働大臣の指定する抗がん剤など、

一部の医薬品は本制度の救済給付の対象にはなりませんのでご注意して下さい。

詳しくは、下記の救済制度相談窓口にお問い合わせをして下さい。

【救済制度連絡先・相談窓口】

独立行政法人　医薬品医療機器総合機構　健康被害救済部

〒100-0013 

東京都千代田区霞が関３－３－２　新霞が関ビル

電　話：０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル）

※お問い合わせの際は電話番号をよくお確かめの上、おかけ下さい。

受付時間：月～金（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後５時

ホームページ： http://www.pmda.go.jp

E-mail：kyufu@pmda.go.jp

薬剤科長　杉浦　憲治

医薬

医薬品副作用被害救済制度について
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● 当院へお越しの方へご案内 ●● 当院へお越しの方へご案内 ●● 当院へお越しの方へご案内 ●● 当院へお越しの方へご案内 ●● 当院へお越しの方へご案内 ●

■病棟案内図

● 3Ｆ～6Ｆ

● 2Ｆ

● 1Ｆ

病棟●リハビリテーション室

管理部門●栄養管理室●会議室

受付●外来●医療福祉・地域連携室●相談室●薬局●検査●放射線科●リハビリテーション室●売店

■病院案内図

愛知県済生会
リハビリテーション

病院ＥＶ

ＥＶ
ＥＶ
ＥＶ

ＥＶ
ＥＶ

検
査
科

放
射
線
科

※1
有　料
駐車場

ガソリン
スタンド

名古屋
厚生館
保育園

愛知
日産

厚生
会館

バス停上更東

一方通行一方通行一方通行

※1　入退院時、家族面会等の場合、駐車券を１階受付にお出し下さい。

　　　入庫時間より最大２時間まで無料とさせて頂きます。２時間を

　　　越える場合は、60分毎に100円の料金が発生します。

1F受付・EVへの行き方

薬局

受付
外来

リハビリ室

カフェ・ラウンジ

売
店

相談室2

相談室1

医療福祉・
地域連携室

至 

岐
阜

至 

丸
の
内

正面
玄関

正面
玄関

駐輪場

藤川　亜弓
ふじかわ あゆみ

看護師

日々精一杯勉強しながらがんばります。
少しでも楽しく、笑顔が増えるよう
みなさんのお手伝いをさせていただ
けたらうれしいです。
●趣味：野球観戦

恒川　真妃
つねかわ まき

看護師

患者さんが笑顔で退院できるよう、
一生懸命頑張ります。
●趣味：甘い物をたべること、ツムツム

山内　智子
やまうち ともこ

看護師

患者さんの療養生活が快適に送れる
ように一生懸命支援させていただき
ます。
●趣味：ゴルフ、バトミントン、料理

佐々木　夏実
ささき なつみ

看護師

未熟者ですが、皆様のお役に立てる
ように頑張りますのでご指導よろし
くお願いします。
●趣味：パン、お菓子作り

森　真紀
もり まき

看護助手

一日でも早く仕事を覚え、皆さんの
力になれるよう精一杯努力しますの
で、よろしくお願いします。
●趣味：登山、音楽を聴きながら歩

くこと

水野　凜
みずの りん

介護福祉士

毎日、笑顔を持って楽しく過ごす事。
よろしくお願いいたします。
●趣味：ダイビング、旅行、映画

新人紹介

発行／社会福祉法人

〒451－0052 名古屋市西区栄生1－1－18　TEL 052－571－5251　FAX 052－551－0057

ホームページ http://www.aichi.saiseikai.or.jp/

愛知県済生会リハビリテーション病院　広報委員会
恩　賜恩　賜
財　団財　団

再生紙を使用しています10


